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(57)【要約】
【課題】小型・高性能で、画像伝送信号を外来電波やノ
イズに対してロスなく効率良く伝送できる撮像装置を提
供する。
【解決手段】撮像素子１４および第１の接続端子１６を
含む電子回路ユニット１５と、これを収納しつつ第１の
接続端子１６を露出させるよう開口するケース１０と、
開口を閉塞するようケース１０に当接するときに第２の
接続端子１７を第１の接続端子１６に接続させる蓋状体
１８と、蓋状体１８をケース１０に固定する固定機構３
５とを備えた撮像装置であり、蓋状体１８が、ケース１
０に対して第１、第２の接続端子１６、１７の中心軸方
向に対し略直交する当接面方向に可動に遊嵌され、第１
の接続端子１６の中心軸と第２の接続端子１７の中心軸
とが略一致した状態で、蓋状体１８がケース１０に対し
て当接面方向の可動範囲内で任意の位置に固定される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子および第１の接続端子を含む電子回路ユニットと、
　前記電子回路ユニットを収納する凹部および前記第１の接続端子を露出させる開口部を
有するケースと、
　前記開口部を閉塞する蓋状をなすとともに前記第１の接続端子に接続される第２の接続
端子を一体に保持し、前記開口部を閉塞するよう前記ケースに当接するときに前記第２の
接続端子を前記第１の接続端子に接続させる蓋状体と、
　前記蓋状体によって前記開口部が閉塞された状態で、前記蓋状体を前記ケースに固定す
る固定機構と、を備えた撮像装置であって、
　前記蓋状体が、前記ケースに対して前記第１の接続端子および前記第２の接続端子の中
心軸方向に対し略直交する当接面方向に可動に遊嵌されるとともに、
　前記第１の接続端子の中心軸と前記第２の接続端子の中心軸とが略一致した状態で、前
記蓋状体が前記ケースに対して前記当接面方向における可動範囲内の任意の位置に固定さ
れることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第１の接続端子および前記第２の接続端子は、同軸コネクタの雌雄の導体によって
構成されていることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記固定機構は、前記蓋状体を前記ケースに圧接させるよう押圧可能なブラケットと、
前記ブラケットを前記ケースに締結固定する締結部材と、を含んで構成され、
　前記ブラケットは、前記締結部材によって前記ケースに締結固定されるときに前記ケー
スにそれぞれ局部的に圧接する複数の突起部を有することを特徴とする請求項１または２
に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記ブラケットは、前記蓋状体に対して前記当接面方向に可動に遊嵌されるブラケット
本体と、前記締結部材によって前記ケースに締結固定されるときに前記蓋状体に局部的に
圧接する複数の局部圧接部とを有していることを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記締結部材が前記ケースに設けられた複数の雌ねじ部にねじ結合する複数の雄ねじで
構成され、
　前記ブラケットは、前記雄ねじが貫通する複数の座金形状部を有することを特徴とする
請求項３または４に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に関し、特に車載カメラ等に好適な撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両等の移動体において、運転支援や安全性確保のために撮像装置が多用されるように
なってきたが、このような撮像装置では、設置スペースや搭載重量を抑えることが要求さ
れる。また、撮像装置に対する要求性能が高度化するのに伴って画像伝送の高速化が要求
され、画像伝送信号等の周波数が高くなってきている。
【０００３】
　従来の撮像装置として、例えば撮像素子および雌端子を含む電子回路ユニットをフロン
トケース内に収納してその雌端子をフロントケースのリヤ側開口内に露出させる一方、複
数の雄端子をリヤケースに予め挿設しておき、フロントケースのリヤ側開口部をリヤケー
スで閉止するときに雄端子と雌端子を嵌合させるようにして、ケース内の電気接続状態の
安定化を図ったものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
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　また、撮像素子およびコネクタ部材を含む電子回路ユニットを導電性のシールドケース
により取り囲んだ状態でケース内に収納するとともに、そのシールドケースを電子回路ユ
ニットにおける基準電位もしくはグランドレベルに電気的に接続して、シールド性能を確
保するようにしているものが知られている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－２１０４８０号公報
【特許文献２】特開２０１１－２５９１０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の撮像装置にあっては、要求性能の高度化に伴って画像伝送信
号の周波数をより高くすると、画像伝送信号を外来電波やノイズに対してロスなく効率良
く伝送することが容易でなくなるという課題があった。
【０００７】
　これに対し、例えば画像信号の伝送経路を同軸ケーブルで構成し、撮像装置とその伝送
経路を形成するケーブルを同軸コネクタで接続することが考えられるが、その場合、小型
の撮像装置に対し小型の同軸コネクタを用いた接続を行う必要がある。そのため、同軸コ
ネクタの接続による機械的結合強度が低下したりスナップオン接続となったりすることに
なり、使用環境で振動や衝撃を受ける場合には、同軸コネクタの接続状態を保持するため
の機械的結合構造が必要になる。
【０００８】
　しかし、そのような小型のコネクタと周辺部品の機械的結合構造を併用する場合には、
小型の雌雄コネクタ部材の電気的接続状態（雌雄の中心導体の接触圧や同軸度等）をばら
つかせることなく、それら雌雄のコネクタ部材を支持する周辺部品同士を結合することが
容易でなく、外来電波やノイズに強いコネクタを用いたとしても画像伝送信号を効率良く
伝送できなくなる可能性があった。
【０００９】
　本発明は、上述のような従来の課題を解決すべくなされたものであり、小型・高性能で
、画像伝送信号を外来電波やノイズに対してロスなく効率良く伝送できる撮像装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る撮像装置は、上記目的を達成するために、撮像素子および第１の接続端子
を含む電子回路ユニットと、前記電子回路ユニットを収納する凹部および前記第１の接続
端子を露出させる開口部を有するケースと、前記開口部を閉塞する蓋状をなすとともに前
記第１の接続端子に接続される第２の接続端子を一体に保持し、前記開口部を閉塞するよ
う前記ケースに当接するときに前記第２の接続端子を前記第１の接続端子に接続させる蓋
状体と、前記蓋状体によって前記開口部が閉塞された状態で、前記蓋状体を前記ケースに
固定する固定機構と、を備えた撮像装置であって、前記蓋状体が、前記ケースに対して前
記第１の接続端子および前記第２の接続端子の中心軸方向に対し略直交する当接面方向に
可動に遊嵌されるとともに、前記第１の接続端子の中心軸と前記第２の接続端子の中心軸
とが略一致した状態で、前記蓋状体が前記ケースに対して前記当接面方向における可動範
囲内の任意の位置に固定される構成を有するものである。
【００１１】
　この構成により、本発明では、ケースに対して蓋状体が当接面方向に可動に遊嵌される
とき、第２の接続端子が第１の接続端子に接続されることで、蓋状体および第２の接続端
子が、ケースに収納された第１の接続端子に対して第２の接続端子の良好な導通接触状態
が得られるように当接面方向に位置決めされる。その結果、画像伝送信号を外来電波やノ



(4) JP 2015-216444 A 2015.12.3

10

20

30

40

50

イズに対してロスなく効率良く伝送できる撮像装置となる。
【００１２】
　本発明の撮像装置においては、前記第１の接続端子および前記第２の接続端子は、同軸
コネクタの雌雄の導体によって構成されていてもよい。
【００１３】
　この構成により、高周波数の画像伝送信号であっても外来電波やノイズに対してロスな
く効率良く伝送することが可能となる。
【００１４】
　前記固定機構は、前記蓋状体を前記ケースに圧接させるよう押圧可能なブラケットと、
前記ブラケットを前記ケースに締結固定する締結部材と、を含んで構成され、前記ブラケ
ットは、前記締結部材によって前記ケースに締結固定されるときに前記ケースにそれぞれ
局部的に圧接する複数の突起部を有するものであってもよい。
【００１５】
　この構成により、固定機構のブラケットが蓋状体をケースに圧接させるよう押圧可能な
状態で、締結部材によりケースに締結固定されるとき、ブラケットの複数の突起部がケー
スにそれぞれ局部的に圧接することで、ブラケットがケースに対して当接面方向における
可動範囲内の任意の位置に固定される。したがって、このブラケットの締結固定時にブラ
ケットがケースに対して横ずれしたり回転したりし難く、ブラケットから蓋状体には蓋状
体をケースに圧接させる押圧力のみが有効に伝達され、蓋状体の横ずれによって第１の接
続端子に対する第２の接続端子の良好な接触状態が阻害されることが有効に抑制される。
その結果、小型・高性能で、画像伝送信号を外来電波やノイズに対してロスなく効率良く
伝送できる撮像装置となる。
【００１６】
　また、本発明の撮像装置においては、前記ブラケットは、前記蓋状体に対して前記当接
面方向に可動に遊嵌されるブラケット本体と、前記締結部材によって前記ケースに締結固
定されるときに前記蓋状体に局部的に圧接する複数の局部圧接部とを有していてもよい。
【００１７】
　この構成により、締結部材によってブラケットがケースに締結固定されるとき、ブラケ
ットの複数の局部圧接部が蓋状体にそれぞれ局部的に圧接することで、蓋状体がその当接
面方向における可動範囲内の任意の位置に固定される。なお、この場合、ブラケットの複
数の突起部がケースに対して所定の面圧以上に圧接し、ブラケットが当接面方向において
実質的に固定された後に、ブラケットの複数の局部圧接部が蓋状体に圧接するとよい。
【００１８】
　さらに、本発明の撮像装置においては、前記締結部材が前記ケースに設けられた複数の
雌ねじ部にねじ結合する複数の雄ねじで構成され、前記ブラケットは、前記雄ねじが貫通
する複数の座金形状部を有するものであってもよい。
【００１９】
　この構成により、個々の雄ねじの締結操作によってブラケットが横ずれしたり回転した
りし難く、ブラケットの横ずれによって第１の接続端子に対する第２の接続端子の良好な
接触状態が阻害されることが有効に抑制される。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、小型・高性能で、画像伝送信号を外来電波やノイズに対してロスなく
効率良く伝送できる撮像装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施の形態に係る撮像装置の概略の全体構成を示す断面図である。
【図２】本発明の一実施の形態に係る撮像装置の要部のリヤ側の外観斜視図である。
【図３】（ａ）は、本発明の一実施の形態に係る撮像装置の要部の背面図であり、（ｂ）
は、本発明の一実施の形態に係る撮像装置の要部の側面図である。
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【図４】（ａ）は、図３（ｂ）のＩＶＡ－ＩＶＡ矢視断面図であり、（ｂ）は、図３（ｂ
）のＩＶＢ－ＩＶＢ矢視断面図である。
【図５】（ａ）は、図２に示す撮像装置のリヤ側の締結部材およびブラケットを取り外し
た状態を示す本発明の一実施の形態に係る撮像装置の背面図であり、（ｂ）は、本発明の
一実施の形態に係る撮像装置における蓋状体による閉蓋前の撮像素子付きの電子回路ユニ
ットを収納したケースの背面図である。
【図６】本発明の一実施の形態に係る撮像装置における閉蓋前の蓋状体とケースのリヤ側
ケース部分との遊嵌部分をケースの内方側から見た部分拡大斜視図である。
【図７】本発明の一実施の形態に係る撮像装置のフロント側の外観斜視図である。
【図８】本発明の一実施の形態に係る撮像装置の内部アセンブリの分解斜視図である。
【図９】本発明の一実施の形態に係る撮像装置のフロント側の側方から見た分解斜視図で
ある。
【図１０】本発明の一実施の形態に係る撮像装置のリヤ側の側方から見た分解斜視図であ
る。
【図１１】本発明の一実施の形態に係る撮像装置におけるブラケットの装着状態を示す部
分拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明を実施するための形態について、図面を参照しつつ説明する。
【００２３】
　（一実施の形態）
　図１ないし図１１は、本発明の一実施の形態に係る撮像装置を示す図である。
【００２４】
　なお、この実施の形態の撮像装置は、車両に搭載されるカメラユニットとして構成され
ており、例えば他の車載カメラユニットやモニタ等を含む車載カメラネットワークシステ
ムの一部となるものである。勿論、本発明の撮像装置は、車両以外にも搭載できる。
【００２５】
　まず、本実施の形態に係る撮像装置の構成について説明する。
【００２６】
　図１、図２および図７に示すように、本実施の形態の撮像装置は、撮像装置本体１と、
接続ケーブル２と、コネクタ３とを有している。
【００２７】
　撮像装置本体１は、接続ケーブル２およびコネクタ３を介してカメラ電源を含む外部の
電子回路から電源を供給されるとともに、撮像した画像の情報を接続ケーブル２およびコ
ネクタ３を介して外部の電子回路に伝送可能な電源重畳方式のものである。なお、撮像装
置を電源重畳方式とすること自体は、従来知られている（例えば、特開平５－３０４６３
０号公報参照）ので、ここでは詳細な説明を省略する。
【００２８】
　接続ケーブル２は、撮像装置本体１側の一端部に小型の同軸コネクタのプラグ、例えば
ＭＩＬ規格やＪＩＳ規格で規定されるＳＭＢ（Sub Miniature B）タイプもしくはそれに
類似する小型のプラグ（後述する第２の接続端子１７）を有しており、ＳＭＢタイプの同
軸コネクタに対応する細い同軸ケーブルによって構成されている。この接続ケーブル２の
一端側のプラグは、撮像装置本体１に内蔵されるＳＭＢタイプの同軸コネクタのレセプタ
クル（またはジャック）にスナップロックされるか、あるいは、それに代わるスナップオ
ン接続が可能なレセプタクル（後述するレセプタクル２５の第１の接続端子１６）に接続
されている。画像伝送信号の周波数を高めて伝送速度を高める場合は、信号伝送経路とし
て、本実施の形態のように同軸ケーブルと同軸コネクタを用いることが好ましい。
【００２９】
　コネクタ３は、例えばＳＭＢタイプの同軸コネクタのプラグ、あるいは、それを他のコ
ネクタ形式に変換するコネクタプラグで構成されており、前述の外部の電気回路側に設け
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られた対応するレセプタクルまたは接続端子部分に着脱可能に接続される。
【００３０】
　図１に示すように、撮像装置本体１は、フロントケース１１およびリヤケース１２、撮
像光学ユニット１３、撮像素子１４、電子回路ユニット１５、第１の接続端子１６、第２
の接続端子１７、蓋状体１８およびシールドケース１９を具備している。
【００３１】
　具体的には、フロントケース１１およびリヤケース１２は、それぞれ樹脂製で、撮像光
学ユニット１３および電子回路ユニット１５を収納する凹部１０ａと、内方側に第１の接
続端子１６を露出させる開口部１０ｂとを有するケース１０を構成している。
【００３２】
　撮像光学ユニット１３は、図示しない複数のレンズ等からなる撮像光学系を構成してお
り、フロント側で内径が小さくなるフロントケース１１内に同心的に収納されている。フ
ロントケース１１は、この撮像光学ユニット１３を収納する先端側に緩やかに傾斜した円
形横断面のテーパ孔１１ａを有しており、撮像光学ユニット１３の先端部１３ａは、Ｏリ
ング１３ｂおよび取付けリング１３ｃを介してテーパ孔１１ａ内に同心的に位置決めされ
ている。
【００３３】
　電子回路ユニット１５は、ＣＣＤ（電荷結合素子）等の撮像素子１４を実装した第１回
路基板２１と、第１の接続端子１６が実装された第２回路基板２２とを、ＦＰＣ（フレキ
シブル回路基板）２３によって配線接続したものである。すなわち、電子回路ユニット１
５は、撮像素子１４および第１の接続端子１６を含んで構成されている。
【００３４】
　詳細は図示しないが、電子回路ユニット１５の第１回路基板２１および第２回路基板２
２には、例えば撮像素子１４を駆動する同期信号発生回路や、撮像素子１４からの信号を
サンプルホールドした後に映像信号化して増幅出力するサンプルホールド回路、ゲイン調
整回路、プロセス回路および増幅回路等を構成するための、複数の電子部品が実装されて
いる。
【００３５】
　また、第１回路基板２１の撮像素子１４の近傍には、第１回路基板２１をフロント側か
ら支承するとともに、撮像光学ユニット１３の後端部１３ｄに軸方向に突き当て可能に嵌
合する略環状の位置決め部材２４が設けられている。これにより、撮像光学ユニット１３
と撮像素子１４とが同一の光軸（光学的中心軸線）上に位置するようにケース１０内に収
納されている。
【００３６】
　第１の接続端子１６および第２の接続端子１７は、互いに嵌合し導通接続される同軸コ
ネクタの雌雄の導体によって構成されている。具体的には、第１の接続端子１６は、例え
ば撮像装置本体１に内蔵されるＳＭＢタイプの同軸コネクタのジャックまたはプラグに類
似するスナップオン接続式のレセプタクル２５の外部導体を構成している。この第１の接
続端子１６は、図１に示すように、通常のスナップロック用の環状溝ではなく、先端側に
先端に近付くほど小径であって先端から所定距離となる位置で最大直径となるスナップオ
ン接続用のテーパ部１６ａを有し、基端側にはテーパ部１６ａより小径のストレート部１
６ｂを有している。
【００３７】
　なお、第１の接続端子１６の内部の詳細な構造は、従前のＳＭＢタイプと同様でよいの
でここでは詳述しないが、図１および図５（ｂ）に示すように、レセプタクル２５は、例
えば中心導体２５ａと、その中心導体２５ａの主要部を取り囲む筒状の絶縁体２５ｂと、
中心導体２５ａから径方向に離間しつつ絶縁体２５ｂを取り囲む筒状の外部導体としての
第１の接続端子１６とを有しており、その内方に筒状の凹部を形成している。また、第１
の接続端子１６は第２回路基板２２のグランドパターン部に接続されている。
【００３８】
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　第２の接続端子１７は、前述の接続ケーブル２の一端側に設けられるＳＭＢタイプの同
軸コネクタのプラグまたはジャックであり、通常のＳＭＢタイプのレセプタクルに対して
は軸方向の特定位置にスナップロックされ得る。ただし、図１に示す第１の接続端子１６
に対しては、第２の接続端子１７は、軸方向の特定位置にスナップロックされず、軸方向
の所定範囲内で有効な導通接続状態に接触するスナップオン接続式のものとする。
【００３９】
　この第２の接続端子１７は、従前のＳＭＢタイプと同様でよいのでここでは詳述しない
が、例えば図６に示すように、第１の接続端子１６の外周面にスナップオン係合する複数
の係合爪を有する筒状の外側コンタクト１７ａと、外側コンタクト１７ａに導通状態に結
合された筒状の導電性のシェル１７ｂとを有している。また、詳細構造を図示しないが、
第２の接続端子１７は、例えば先端側に複数のスリットおよび接触爪部を有しレセプタク
ル２５の中心導体２５ａの外周面に所定の接触圧で接触する筒状の内側コンタクト１７ｃ
と、内側コンタクト１７ｃの主要部を取り囲む筒状の絶縁体１７ｄとを有している。
【００４０】
　蓋状体１８は、図１ないし図６に示すように、予め第２の接続端子１７の主要部と接続
ケーブル２の一端部とを一体に埋設するように第２の接続端子１７を保持した樹脂製の成
型品で、例えばそのフロント側の表面を平滑面とし、そのリヤ側の表面にしぼ加工等によ
る微小凹凸が形成されている。この蓋状体１８は、ケース１０の開口部１０ｂを閉塞する
蓋状をなしている。
【００４１】
　図７に示すように、接続ケーブル２、第２の接続端子１７および蓋状体１８は、これら
全体として一体のコネクタケーブル２０を構成している。また、第２の接続端子１７のシ
ェル１７ｂは、接続ケーブル２側の端部で接続ケーブル２の図示しない外部導体、例えば
公知の網線にろう付けもしくは圧着接続されている。そして、第２の接続端子１７の外側
コンタクト１７ａは、シェル１７ｂを介して接続ケーブル２側の外部導体に導通し、接続
ケーブル２を介してアース（グランド接続）されるようになっている。
【００４２】
　図１および図８に示すように、シールドケース１９は、ケース１０の内方であって電子
回路ユニット１５の周囲に箱状に設けられており、電子回路ユニット１５を取り囲む状態
で電子回路ユニット１５と共にケース１０内に収納されている。また、シールドケース１
９の第２ケース部材１９ｂには、第１の接続端子１６が貫通する貫通穴１９ｈが形成され
ている。
【００４３】
　このシールドケース１９は、電子回路ユニット１５の第１回路基板２１および第２回路
基板２２を収納する有底凹状の第１ケース部材１９ａと、この第１ケース部材１９ａの開
口端側を閉塞しつつ第１ケース部材１９ａに多数箇所で圧接するように嵌合し、かつ、第
１ケース部材１９ａに多数箇所でろう付けされた蓋状の第２ケース部材１９ｂとを有して
いる。また、図８に示すように、第１ケース部材１９ａは、より具体的には、底壁部およ
び少なくとも一対の側壁部を有するようにプレス曲げ加工した主ケース部材１９ｃの両端
に、略コの字断面に曲げ加工した一対の副ケース部材１９ｄ、１９ｅを組み合わて、互い
にろう付けした構成となっている。
【００４４】
　略環状の位置決め部材２４は、撮像光学ユニット１３の後端部１３ｄに嵌合する一端側
および内周面側では内外周面共に略円筒状をなしているが、他端側の外周面がシールドケ
ース１９の第１ケース部材１９ａの内底壁面およびその周囲の側壁面（共に符号なし）に
当接する略方形に形成されている。また、この位置決め部材２４の図１中の上面に支承さ
れた第１回路基板２１と第２回路基板２２との間には、図示しない絶縁性の支柱やそれに
代わる部品が介装されている。
【００４５】
　さらに、図８に示すように、第２回路基板２２とシールドケース１９の第２ケース部材
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１９ｂの天井面との間には、相互の干渉を抑制するための板ばね状の弾性部材２６等が介
装されており、第１回路基板２１とフロントケース１１の間には、第１回路基板２１に支
持されつつシールドケース１９からフロントケース１１側に突出する複数の板ばね状の弾
性部材２７が介装されている。加えて、第１回路基板２１およびシールドケース１９のう
ちいずれか一方には、弾性部材２７と同様にシールドケース１９からフロントケース１１
側に突出する複数の弾性部材が装着されており、第１回路基板２１およびシールドケース
１９は、図１中の左右方向および紙面と直交する方向の四方向において、弾性部材２７等
を介してフロントケース１１に所定の接触圧で係合している。
【００４６】
　そして、電子回路ユニット１５および位置決め部材２４等を収納したシールドケース１
９は、前述のように撮像光学ユニット１３と一体的な状態で、フロントケース１１内に固
定されている。
【００４７】
　第２の接続端子１７の外側コンタクト１７ａおよびシェル１７ｂは、レセプタクル側の
外部導体である第１の接続端子１６に対して半径方向の外側に離間する筒状をなしており
、いずれも第１の接続端子１６の外径よりも大径の内径を有している。これら外側コンタ
クト１７ａおよびシェル１７ｂは、第２の接続端子１７の外側導体を構成している。
【００４８】
　撮像装置本体１は、蓋状体１８によってケース１０の開口部１０ｂが閉塞された状態で
、蓋状体１８をケース１０に固定する固定機構３５をさらに備えている。
【００４９】
　図２ないし図５に示すように、固定機構３５は、ケース１０に形成された複数、例えば
４カ所の雌ねじ孔部１０ｆ（雌ねじ部）と、複数の雌ねじ孔部１０ｆに対応する複数の座
金形状部３６ａを一体化した略Ｕ字形状の板金製のブラケット３６と、蓋状体１８の周囲
で複数の雌ねじ孔部１０ｆに対応する位置に形成されたそれぞれＵ字状（外側に開く凹状
）の締結固定部１８ａと、ケース１０の開口部１０ｂと蓋状体１８との間に介在する弾性
シールリング３２と、複数の雌ねじ孔部１０ｆにねじ結合する複数の雄ねじ部材３７（締
結部材、雄ねじ）とによって構成されている。
【００５０】
　ブラケット３６には、蓋状体１８をケース１０に圧接させるよう押圧可能な部材で、複
数の雄ねじ部材３７によってケース１０に締結固定されている。このブラケット３６には
、撮像装置本体１を車両側に支持部材に支持させるための取付け孔、例えば雌ねじ孔（符
号なし）を有する一対の取付板部３６ｂが一体に設けられている。
【００５１】
　より具体的には、蓋状体１８は、ケース１０の開口部１０ｂを閉塞するようケース１０
に当接するときに、第２の接続端子１７を第１の接続端子１６に接続させることができる
ようになっており、固定機構３５は、蓋状体１８によってケース１０の開口部１０ｂが閉
塞された状態で、蓋状体１８をケース１０に固定するようになっている。
【００５２】
　また、蓋状体１８は、ケース１０の上面１０ｃ（図５参照）に当接する平滑な当接面Ｓ
を有しており、ケース１０に対し第１の接続端子１６および第２の接続端子１７の中心軸
方向と略直交する当接面Ｓの方向（当接面方向）に可動になっている。また、蓋状体１８
は、ケース１０の開口部１０ｂ内に所定の可動範囲内の遊びを持って遊嵌された略長方形
の遊嵌凸部１８ｂを有している（図４（ａ）、図４（ｂ）参照）。
【００５３】
　ブラケット３６は、図２および図３（ａ）および図３（ｂ）に示すように、蓋状体１８
に対して当接面Ｓの方向に可動に遊嵌される略Ｕ字形状のブラケット本体３６ｃと、雄ね
じ部材３７によってケース１０に締結固定されるときにケース１０にそれぞれ局部的に突
き刺さるように圧接する複数の突起部３６ｄを有している。
【００５４】
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　そして、雄ねじ部材３７によるケース１０に締結作業の途中で、ブラケット３６のブラ
ケット本体３６ｃの先端側に形成された複数の突起部３６ｄがケース１０に突き刺さるよ
うに圧接することで、ブラケット３６は、ケース１０に対して当接面Ｓの方向における可
動範囲内の任意の位置に固定されるようになっている。
【００５５】
　ブラケット３６の複数の座金形状部３６ａは、略Ｕ字形状のブラケット本体３６ｃと一
体に形成されており、ブラケット本体３６ｃの略平行な両腕部から互いに接近する方向に
曲げ加工して形成されている。これら複数の座金形状部３６ａは、雄ねじ部材３７の頭部
３７ｈによって締付け方向に押圧されるときに蓋状体１８の締結固定部１８ａを雄ねじ部
材３７と協働してケース１０との間に挟圧し、固定することができるようになっている。
【００５６】
　ブラケット３６の複数の突起部３６ｄは、例えばブラケット３６を形成する板金の打ち
抜き形状の一部としてスパイク状に形成されており、略Ｕ字形状のブラケット本体３６ｃ
が蓋状体１８を覆う三方向（図３（ａ）中の上下および左方側）にそれぞれ配置されてい
る。したがって、複数の突起部３６ｄは、板厚方向に延びるそれらの先端の稜線が互いに
直交するように部分的に直交配置されている（図３（ａ）、図３（ｂ）参照）。
【００５７】
　雄ねじ部材３７は、ケース１０に設けられた複数の雌ねじ孔部１０ｆにねじ結合する複
数の締結部材となっている。そして、複数の座金形状部３６ａは、雄ねじ部材３７が貫通
するようにブラケット本体３６ｃの後端側でブラケット本体３６ｃに対して直交する方向
に曲げ加工して形成されている（図９ないし図１１参照）。
【００５８】
　ブラケット３６は、また、隣り合う各一対の座金形状部３６ａの近接端側に、複数の局
部圧接部３６ｅを有している。これら複数の局部圧接部３６ｅは、雄ねじ部材３７によっ
てブラケット３６がケース１０に締結固定されるときに、蓋状体１８に局部的に圧接する
ようになっている。なお、ここでは、複数の局部圧接部３６ｅは、複数の座金形状部３６
ａに連設するように設けられた曲げ加工した部分の先端側の片面のエッジ部分で構成され
るが、局部圧接可能な形状であれば、その形状は任意である。
【００５９】
　ブラケット３６の複数の突起部３６ｄの先端とブラケット３６の複数の局部圧接部３６
ｅとの高さ方向の離間距離は、ブラケット３６の複数の突起部３６ｄがケース１０に対し
て所定の面圧以上に圧接してブラケット３６が当接面Ｓの方向において実質的にケース１
０に固定された状態になった後に、複数の局部圧接部３６ｅが蓋状体１８に圧接するよう
に設定されている。
【００６０】
　次に、作用について説明する。
【００６１】
　上述のように構成された本実施の形態の撮像装置においては、電子回路ユニット１５を
収納したケース１０に対して蓋状体１８が開口部１０ｂを閉塞するように近付けられ、蓋
状体１８の遊嵌凸部１８ｂが開口部１０ｂ内に遊嵌されるとき、第２の接続端子１７が第
１の接続端子１６に凹凸嵌合する。
【００６２】
　このとき、ケース１０に対して当接面Ｓの方向に可動な蓋状体１８および第２の接続端
子１７が、ケース１０に収納された第１の接続端子１６に対して、第２の接続端子１７の
良好な導通接触状態、すなわち、両者の中心軸が一致した状態での接続が得られるように
当接面Ｓの方向に位置決めされる。なお、第１の接続端子１６と第２の接続端子１７の中
心軸が一致して両者間が接続されている状態は、接続部分におけるインピーダンス特性が
最も良好な状態であり、画像伝送信号を最も効率よく伝送できる。
【００６３】
　そして、固定機構３５のブラケット３６が、蓋状体１８をケース１０に圧接させるよう
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押圧可能な状態で、雄ねじ部材３７によりケース１０に締結固定される。
【００６４】
　この雄ねじ部材３７による締結時は、ブラケット３６の複数の突起部３６ｄがそれぞれ
ケース１０に突き刺さるようにケース１０に対し局部的に圧接することで、ブラケット３
６がケース１０に対して当接面Ｓの方向における可動範囲内の任意の位置に固定される。
【００６５】
　したがって、ブラケット３６の締結固定時にブラケット３６がケース１０に対して横ず
れしたり回転したりし難く、ブラケット３６から蓋状体１８には蓋状体１８をケース１０
に圧接させる押圧力のみが有効に伝達される。よって、蓋状体１８の横ずれによって第１
の接続端子１６に対する第２の接続端子１７の良好な接触状態が阻害されることが有効に
抑制される。
【００６６】
　その結果、小型・高性能で、画像伝送信号を外来電波やノイズに対してロスなく効率良
く伝送できる撮像装置となる。
【００６７】
　本実施の形態では、また、第１の接続端子１６および第２の接続端子１７が、同軸コネ
クタの雌雄の導体によって構成されるので、高周波数の画像伝送信号であっても、外来電
波やノイズに対してロスなく効率良く伝送することが可能となる。
【００６８】
　さらに、本実施の形態では、雄ねじ部材３７によってブラケット３６がケース１０に締
結固定されるとき、ブラケット３６の複数の局部圧接部３６ｅが蓋状体１８にそれぞれ局
部的に圧接することで、蓋状体１８がその当接面Ｓの方向における可動範囲内の任意の位
置に確実に固定される。また、ブラケット３６の複数の突起部３６ｄがケース１０に対し
て所定の面圧以上に圧接し、ブラケット３６が当接面Ｓの方向において実質的に固定され
た後、ブラケット３６の複数の局部圧接部３６ｅが蓋状体１８に締結方向に圧接する。し
たがって、ブラケット３６の締結固定時にブラケット３６がケース１０に対して横ずれし
たり回転したりし難く、ブラケット３６から蓋状体１８には蓋状体１８をケース１０に圧
接させる押圧力のみが有効に伝達される。
【００６９】
　加えて、本実施の形態においては、雄ねじ部材３７がケース１０に設けられた複数の雌
ねじ部にねじ結合する複数の雄ねじで構成され、ブラケット３６は、雄ねじ部材３７が貫
通する複数の座金形状部３６ａを有するので、個々の雄ねじ部材３７の締結操作によって
ブラケット３６が横ずれしたり回転したりし難くなる。その結果、ブラケット３６の横ず
れによって第１の接続端子１６に対する第２の接続端子１７の良好な接触状態が阻害され
るようなことが有効に抑制される。
【００７０】
　このように、本実施の形態によれば、ねじ３７によるブラケット３６を介した蓋状体１
８の締結時に、ブラケット３６の複数の突起部３６ｄがそれぞれケース１０に突き刺さる
ようにケース１０に対し局部的に圧接し、ブラケット３６の横ずれによって第１の接続端
子１６に対する第２の接続端子１７の良好な接触状態が阻害されることが有効に抑制され
る。したがって、蓋状体１８が当接面Ｓの方向における可動範囲内の任意の位置に確実に
固定され、小型・高性能で、高周波数の画像伝送信号であっても外来電波やノイズに対し
てロスなく効率良く伝送できる撮像装置を提供することができる。
【００７１】
　なお、上述の一実施の形態においては、ブラケット３６が蓋状体１８の周囲を三方向か
ら覆う略Ｕ字形状としていたが、異なる形状としてもよい。例えば、蓋状体１８の周囲を
二方向から覆うととともに座金形状部３６ａ同士を蓋状体１８のリヤ側で連結するような
形状としてもよい。また、上述の一実施の形態においては、複数の突起部３６ｄが板金の
打ち抜き形状の一部としてスパイク形状に形成されていたが、打ち抜き以外の工程で塑性
変形させて突起部を形成してもよいことはいうまでもない。さらに、固定機構は、上述の
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一実施の形態におけるようにスパイク付きのブラケット等によって、蓋状体１８をケース
１０に対して当接面方向の任意の位置に固定できるようにするのが好ましいが、例えば第
１の接続端子１６および第２の接続端子１７の良好な接続状態下で蓋状体１８をケース１
０のリヤケース１２に接着したり溶着したりする固定機構とする場合には、スパイク無し
のブラケットを用いたりブラケットを省略したりすることも考えられる。また、スパイク
付きのブラケットおよび締結部材からなる固定機構に代えて、ケース１０と蓋状体１８と
の間に介在し、両者を相互に位置決めした状態で固定可能な任意の固定機構が採用できる
ことはいうまでもない。
【００７２】
　また、上述の一実施の形態においては、第１の接続端子１６および第２の接続端子１７
をＳＭＢコネクタまたはそれに類似する非スナップロックの小径の同軸コネクタとしたが
、他のタイプの同軸コネクタであってもよい。また、雌雄のコネクタ部材を第１の接続端
子１６および第２の接続端子１７のように各１本の中心導体２５ａや内側コンタクト１７
ｃを有するものでなく、複数本の内部導体を有するように構成することも考えられる。
【００７３】
　以上説明したように、本発明は、小型・高性能で、画像伝送信号を外来電波やノイズに
対してロスなく効率良く伝送できる撮像装置を提供することができるものであり、撮像装
置、特に車載カメラ等に好適な撮像装置全般に有用である。
【符号の説明】
【００７４】
１…撮像装置本体、２…接続ケーブル（同軸ケーブル）、３…コネクタ、１０…ケース、
１０ａ…凹部、１０ｂ…開口部、１０ｃ…上面、１０ｆ…雌ねじ孔部（雌ねじ部）、１１
…フロントケース、１１ａ…テーパ孔、１２…リヤケース、１３…撮像光学ユニット、１
３ａ…先端部、１３ｂ…Ｏリング、１３ｃ…取付けリング、１３ｄ…後端部、１４…撮像
素子、１５…電子回路ユニット、１６…第１の接続端子、１６ａ…テーパ部、１６ｂ…ス
トレート部、１７…第２の接続端子、１７ａ…外側コンタクト、１７ｂ…シェル、１７ｃ
…内側コンタクト、１７ｄ…絶縁体、１８…蓋状体、１８ａ…締結固定部、１８ｂ…遊嵌
凸部、１９…シールドケース、１９ａ…第１ケース部材、１９ｂ…第２ケース部材、１９
ｃ…主ケース部材、１９ｄ、１９ｅ…副ケース部材、１９ｈ…貫通穴、２０…コネクタケ
ーブル、２１…第１回路基板、２２…第２回路基板、２３…ＦＰＣ（フレキシブル回路基
板）、２４…位置決め部材、２５…レセプタクル、２５ａ…中心導体、２５ｂ…絶縁体、
２６…弾性部材、２７…弾性部材、３２…弾性シールリング、３５…固定機構、３６…ブ
ラケット、３６ａ…座金形状部、３６ｂ…取付板部、３６ｃ…ブラケット本体、３６ｄ…
突起部（スパイク部）、３６ｅ…局部圧接部、３７…雄ねじ部材（締結部材、雄ねじ）、
３７ｈ…頭部
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